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快挙！文部科学大臣表彰３組
　2月15日㈪、教育・文化部門の市あ
じさい表彰および奨励・感謝状の贈呈
式を市役所で行いました。表彰を受け
る方が、例年の倍ぐらいいて、表彰会
場に入ると圧倒されてしまいました。
しかも、市の最高賞である「あじさい
表彰」が個人2人、団体1つの計3つも
あり、全て文部科学大臣賞受賞の功績
によるのも素晴らしいことです。
　明倫中２年の五島里緒さんは、「第
５回命の大切さを学ぶ教室全国作文
コンクール」、新庄北高１年の新井智
君は、「第61回青少年読書感想文全
国コンクール」で、そして日新中Ｇ組
の斉藤諒君と寒河江亮太君は、「平成
27年度第31回学習デジタル教材コ
ンクール・アジア国際子ども映画祭
2015」で、それぞれ文部科学大臣賞
を受賞されました。スポーツの活躍は
新聞などに掲載されますが、文化部
門は後で結果として知らされるため、
なかなか表に出る機会がありません。
そのような中、今回の3組受賞は快挙
であり、市民にとっても大きな誇りで
す。ほかにも、県レベルでの読書感想
文の最優秀賞受賞者など個人23人、
団体5つに奨励賞を贈りました。
　読書感想文の新井君は、小学生時
代に、よく学校の図書館から本を借り
て読んだこと、そして先生も読書を奨
励していたことなどをお話ししてくれ
ました。本人の才能はもちろんのこと
ですが、本市が読書教育を推進して
いる中でこうした結果が出ることは、
大変喜ばしく、また関係者のご労苦も
報われる気がします。
　“デジタル”という名称からつい最
近のコンクールのような気がします
が、実に31回を重ねた実績あるコン
クールで輝かしい賞を受けた日新中
G 組、「命の大切さを学ぶ教室」で講
師のメッセージをしっかり受け止め、
命の大切さを周りに伝え続けて行き
たいという強い想いを綴った五島さ
ん。そして奨励賞受賞の皆さんも、そ
の才能をさらに伸ばして欲しいと期待
します。
　もちろんスポーツの部門も活躍が
目覚ましく、こちらは2月6日に贈呈
式を行いました。表彰を受けたみなさ
ん、誠におめでとうございました。

市長コラム
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1月末現在の新庄人 （37,676人）

世帯数 13,752世帯（13,718世帯）

男
17,694人

（17,893人）

出　生 25 人 （24 人）
死　亡 41 人 （45 人）
転　入 44 人 （42 人）
転　出 64 人 （63 人）

女
19,474人

（19,783人）

1月
の異動

※住民基本台帳法の改正で外国人を含む人口集計になりました。（  ）は1年前の日本人+外国人の数です。

表紙の写真
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　見慣れた食品を、新庄東山焼の小皿に盛って並べてみると、何だか新たな魅力が感じられ
るようです。
　新庄の風土に育まれた郷土料理が、住んでいない人にとっては目新しく映ったり、日ごろ見
慣れた食材も、目線を変えて新たな技術で加工に取り組めば、あっと驚くものができるかもしれ
ません。6次産業化に不可欠な、発想と連携を駆使した取り組みが、市内で進んでいます。
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　「６次産業化」と聞くと、農家が加工・流通販売まで多角的に手がけることを連想しますが、実際はそれだけで
はなく、農家と商工業者などの連携や融合による取り組み、地産地消（生産から消費までの地域内連携）など、
さまざまな形があり、全国各地で実践されています。
　このような中、本市は昨年度「６次産業化推進計画」を策定しました。この計画では、農林水産業の安定・発展
を実現するため、生産だけでなく、加工や流通・販売にも一体的に取り組むことにより、産み出した付加価値を
できるだけ地域内で蓄積・循環させることを重視しています。「６次産業化」を「オール新庄」体制で進め、農林
水産業を含む「食産業」全体を活性化しようとするものです。意欲的に取り組む農家や農産物の魅力を最大限
に引き出す食品製造業者などを核に、県内の観光・教育・医療福祉など「食産業」に関わるさまざまな関係者に
よる相互連携や協同が求められる大きな取り組みです。現在、取り組みは順調に進んでいます。

Special Edition

特集
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■
農
業
を
取
り
巻
く
現
状

　

本
市
は
、豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で

農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、中
心
と
な
る
稲
作
と
他
の
作

物
な
ど
と
の
複
合
化
で
経
営
を
安
定
さ

せ
よ
う
と
、畜
産
や
園
芸（
花
・
野
菜
・
果

樹
栽
培
な
ど
）に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。し
か
し
、人
口
減
少
な
ど
の
社
会
変

化
に
伴
っ
て
主
食
用
米
の
需
要
は
減
少

し
、価
格
も
低
迷
し
て
い
ま
す
。従
来

行
っ
て
い
る
畜
産
や
園
芸
と
の
複
合
経

営
な
ど
の
対
策
に

加
え
、産
地
化
や

付
加
価
値
な
ど
収

益
性
を
高
め
る
工

夫
や
販
路
の
拡
大

な
ど
、新
た
な
戦

略
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、本
市
で

は
、小
売
業
・
卸
売

業
が
多
く
、最
上

地
域
の
商
業
機
能
の
中
心
的
機
能
を
果

た
し
て
い
ま
す
が
、身
近
な
商
業
機
能

の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
、こ
れ
を
活

性
化
す
る
こ
と
も
緊
急
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、全
国
的
に
食
の
安
全
・
安
心
が

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、消
費

者
ニ
ー
ズ
に
か
な
っ
た
生
産
体
制
を
整

え
消
費
者
の
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と

や
、地
産
地
消
・
食
育
の
推
進
な
ど
を
通

し
て
消
費
者
と
の
交
流
を
拡
大
し
、深

め
る
取
り
組
み
が
各
地
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、研
究
機
関
や
金
融
機
関
と
の

連
携
に
よ
っ
て
新
技
術
の
導
入
や
製
品

の
高
付
加
価
値
化
を
実
現
し
た
り
、異

業
種
も
含
め
た
地
域
内
企
業
と
の
連
携

を
通
し
て
地
域
外
に
新
た
な
販
路
を
開

拓
し
、い
わ
ば「
外
貨
を
稼
い
で
」い
る

地
域
も
あ
り
ま
す
。

■
市
の
６
次
産
業
化
推
進

　

市
で
は
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
中

で
、「
農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
、や

り
が
い
の
あ
る
農
林
業
を
確
立
す
る
」

こ
と
、ま
た「
多
様
な
連
携
を
強
化
し
、

活
力
あ
る
商
工
業
を
確
立
す
る
」こ
と

を
掲
げ
、各
産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。そ
の
実
現
の
た
め
６
次
産

業
化
の
推
進
は
と
て
も
重
要
で
、中
長

期
的
な
視
点
で
取
り
組
み
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
て
お
り
、そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
な
る
の
が「
食
」と「
食
文
化
」で
す
。

　

本
市
の
農
業
は
、基
幹
産
業
と
し
て

市
民
生
活
、特
に「
食
生
活
」に
深
い
関

わ
り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。長
い
歴
史

を
経
る
こ
と
で
、「
食
生
活
」は「
食
文

化
」と
し
て
根
付
き
、こ
の
地
域
特
有
の

さ
ら
に
広
げ
ま
す
！

　「
農
」と「
食
」が
つ
な
ぐ

　  
産
業
の
輪

新庄の食文化発信ブランド

■
黒
豆
の
煮
豆
、そ
ば
茶

㈲
佐
藤
製
餡
所
／
佐
藤
孔
一
さ
ん

　「
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
」・

「
ご
ま
か
し
が
な
い
」・「
味
が
よ

い
」を
柱
に
、原
料
か
ら
厳
選
さ

れ
た
素
材
に
よ
る
、あ
ず
き
餡

や
ず
ん
だ
、黒
豆
、金
時
豆
、う

ず
ら
豆
な
ど
、煮
豆
商
品
を
各

種
販
売
し
て
い
ま
す
。今
回
、地

域
固
有
の
素
材
を
使
っ
て
商
品
化
す
る
取
り
組
み
を
開

始
し
、ま
ず
は
黒
豆
の
煮
豆
を
試
作
し
て
い
ま
す
。

　

６
次
産
業
化
推
進
協
議
会
で
は
作
業
部
会
を
編

成
し
、さ
ま
ざ
ま
な「
新
庄
の
宝
」を「
食
の
新
庄
ブ

ラ
ン
ド
」と
し
て
一
体
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
ま
す
。既
存
の
商
品
を
再
度
見
直
し
、消
費
者

の
ニ
ー
ズ
と
重
ね
る
こ
と
で
販
路
を
生
み
出
そ
う

と
、取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

▲目指すべき6次産業の方向性
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宝
と
な
り
ま
し
た
。住
む
人
が
こ
れ
を
正

し
く
知
り
、守
り
、継
承
し
て
い
く
こ
と

で
、郷
土
の
誇
り
と
な
り
ま
す
。そ
し
て

そ
の
誇
り
が
、定
住
や
雇
用
の
拡
大
、交

流
人
口
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
伝
統
的
な
食
文
化
を
現
代

の
人
に
広
げ
た
い

　

市
内
各
界
の
団
体
に
よ
り
昨
年
結
成

さ
れ
た
６
次
産
業
化
推
進
協
議
会
で

は
、連
携
の
在
り
方
を
含
め
、食
文
化
を

広
げ
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
や
事

業
展
開
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。食
文

化
発
信
に
あ
た
り
、そ
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
ブ
ラ
ン
ド
ネ
ー
ム「
に
ゃ
ー
」も
生

ま
れ
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん「
い
い
に
ゃ
ー

（
良
い
ね
ー
）」の「
に
ゃ
ー
」で
す
。

　

今
後
も
協
議
会
で
は
、商
品
開
発
・
販

売
戦
略
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、多
様
な
食

産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
る

な
ど
、地
域
の「
農
」と「
食
」産
業
を
活

性
化
す
る
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
に
は
産
業
関
係

機
関
の
横
の
連
携
が
と
て
も
重
要
で

す
。多
く
の
機
関
が
連
携
で
き
る
よ
う
、

情
報
交
換
の
機
会
も
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

。

特集

■
豆
菓
子
、昆
布
巻
き
・
馬
ガ
ッ
キ
・
と
り
も
つ
セ
ッ
ト

枡
内
惣
菜
セ
ン
タ
ー
／
枡
内
紀
人
さ
ん

　
地
域
の
風
土
や
伝
統
に
培

わ
れ
た
食
文
化
に
は
、そ
の
地

域
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
り
、い

つ
の
時
代
も
多
く
の
人
に
愛
さ

れ
る
も
の
で
す
。郷
土
食
や
伝

統
料
理
を
守
り
、次
世
代
に
伝

え
る
た
め
、材
料
の
厳
選
か
ら
加
工
ま
で
手
間
を
惜
し
ま

ず
生
産
し
て
い
ま
す
。地
元
食
材
を
使
っ
て
昔
な
が
ら
の

製
法
で
商
品
開
発
を
行
い
な
が
ら
、地
域
の
発
展
と
情

報
発
信
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。現
在
、佐
藤
製
餡
さ
ん

と
と
も
に
、大
豆
の「
豆
菓
子
」を
試
作
中
で
す
。

■
山
菜
の
ピ
ク
ル
ス

山
の
幸
い
が
ら
し
／
五
十
嵐
榮
さ
ん
・
泰
子
さ
ん

　
ワ
ラ
ビ
や
ミ
ズ
な
ど
、天
然

山
菜
を
加
工
販
売
し
て
い
ま

す
。無
添
加
は
勿
論
、殺
菌
方

法
ま
で
こ
だ
わ
り
、首
都
圏
な

ど
健
康
志
向
の
お
客
様
に
お
届

け
し
て
い
ま
す
。現
在
、若
い
層

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、天

然
山
菜
の
ピ
ク
ル
ス
を
開
発
中

で
す
。

■
し
そ
巻
き
三
昧

斎
と
う
や
／
齋
藤
隆
さ
ん

　
昔
な
が
ら
の「
し
そ
巻
き
」を

製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。郷

土
食
と
し
て
、お
茶
請
け
や
ご

飯
の
お
供
な
ど
と
し
て
、地
域

に
定
着
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、今
回
、幅
広
い
世
代
に
愛
さ

れ
る「
し
そ
巻
き
」開
発
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

◎農林課農林振興室☎内線262

新庄の食文化発信ブランド

ブランドコンセプト

山形県新庄市は、

神室連峰をはじめと
する山々に囲まれた

盆地であり、

夏冬の寒暖差が激し
い豪雪地帯である。

そのため食物の長期
保存が求められ、様

々な保存技術により
、

保存食文化が発達し
たまちである。

雪の下で保存される
野菜は甘みがあり、

寒風で干された野菜
は味を凝縮させ、

低温と湿度は醗酵を
じっくりと進める。

また、盆地特有の日
照時間の短さは日本

一であり、

昔はたびたび飢餓に
見舞われたため、

豊作を祈願する祭り
が受け継がれている

。

そして雪に閉ざされ
る冬期間に、

家の中で農家が培っ
た手業が数多く残っ

ている。

ポツリポツリと話さ
れる言葉の中には、

愛着がもてる独特の
なまりもある。新庄は

･･･

雪国だからこそ残った生活の知恵、手業、保存技術、

そして豊作を祈りつつ、食材を残さず調理する

ありがたみの文化のまちである。
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民話のふるさと新庄
　四方を山々に囲まれた、自然豊かな新庄市には、昔から数多くの民話や伝説が民衆の間で語られてき
ました。また、民話には、先人の知恵や教訓、動植物愛護の精神などが込められ、昔の家庭では子どもた
ちに親や祖父母が民話を語り、それらを教え伝えてきました。
　現代では生活様式や家族構成の変化に伴い、家庭での昔語りはほとんどなくなりましたが、新庄市で
はこれら民話を無形の文化財と捉え、「民話のふるさと新庄」として民話の魅力を発信しています。毎年
２回のみちのく民話まつりを開催、市内中心部には民話を題材にしたモニュメントが設置され、訪れる
人々の目を楽しませています。現在大活躍中のしんじょう広報部長「かむてん」もこの地域に伝わる伝説
の一つ、神室山の天狗をモチーフにしたキャラクターです。

市内中心商店街にある民話モニュメント 市内5つのとおりに民話のモニュメントがあり、下で紹介
する以外にも、こぶとり爺さまとおり（大正町通り）、笠地
蔵とおり（北本町通り）があります。

新庄民話の会の活動

　この地域に伝わる民話の記録・保存・伝承に取り組んで
いるのが、新庄民話の会の皆さんです。昭和61年に結成
し、今年で結成30周年を迎えます。
　現在22名の会員が在籍し、市内の公民館や福祉施設、
学校などに出向き、昔語りを行うほか、市との共催で「み
ちのく民話まつり」などのイベントを実施しています。

みちのく民話まつり・こども語りまつり

　毎年7月と10月には、「みちのく民話まつり」が開催さ
れます。10月の秋語りは、泉田の旧矢作家住宅が会場
で、囲炉裏を囲んで聴く昔語りは、まるで昔にタイムスリッ
プしたかのような気分が味わえます。
　また、毎年2月にはふるさと歴史センターで新庄こども
語りまつりが開催され、市内の小学生と高校生が大人顔
負けの昔語りを披露します。

むがす とんと あったげど

新庄ふるさと歴史センター内にある「語りの部屋」では、毎週日曜日午後1時～3時（12月、1月除く）に、
新庄民話の会の語り部による昔語り口演を開催しています。

語り部の皆さんが語る昔語りはどれも個性豊かで様々な話を聴くことができます。

◎詳しくは、ふるさと歴史センターへ。☎22-2188

▲新庄民話の会の皆さん ▲10月に開催されるみちのく民話まつり「秋語り」の様子

▲金の茶釜とおり（駅前通り） ▲鴨とり源五郎とおり（南本町通り）▲かわうそど狐とおり（大町通り）
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新庄市

子ども芸術学校
感情を豊かに表現する楽しさを体験し、芸術・文化に親しむ子どもを育てようと

開校した新庄市子ども芸術学校。来年度の募集についてお知らせします。

演劇部門　キッズシアターS
▪対象：小学４年生～中学生（15人程度）
▪活動日：月２回程度、土曜か日曜の午後
▪内容：演劇の作り方を学び、大勢での舞台づくりに挑戦
します。

表現活動部門　ちゃれんこ
▪対象：小学1年生～中学生（20人程度）
▪活動日：月２回程度、日曜日午後
▪内容：ダンスやリズム遊びをして友達をつくり、発表会をします。

音楽部門　新庄吹奏楽団ジュニア部
▪対象：小学３年生～中学生（30人程度）
▪活動日：月２回程度、土曜または日曜
▪内容：吹奏楽の楽しさを学び、年に数回演奏会に参加し
ます。

造形部門　パレット
▪対象：小学３～6年生（１０人程度）
▪活動日：月1回、原則第4土曜日午後
▪内容：「アートな自分を見つけよう！」をテーマに、自分な
りの創造力で、さまざまな物を描いたり作ったりします。

〜創り 奏で 表現しよう〜表現活動部門

演劇部門  

造形部門

音楽部門

■活動場所：市民文化会館・市民プラザ・わくわく新庄・雪の里情報館など
■受講料：年額4,000円～5,000円、月額1,000円（部門によって異な
り、材料代の実費負担のある場合があります。）
■申込受付：３月１6日㈬より社会教育課まで。
※5月15日㈰に市民プラザにて各部門の活動紹介を行います。

◎詳しくは、社会教育課へ。☎内線462

みんなで一緒に活動しよう！

※パネルや大型
材料などは準備します
が、鉛筆・絵具などは
各自で持参ください。

第14回ちゃれんこ公演の様子
（2月21日／市民文化会館）

平成28年度生募集中！

第8回公演「若草物語」
（平成27年12月20日／市民文化会館）

定期公演の様子（平成27年11月1日／市民文化会館）

7 広報 03



machi topics

●合唱　団○新庄小
学校合唱部（高野
博校長）、沼田小
学校合唱部（齋藤
宏校長）、日新小学
校合唱部（伊東守
校長）
●絵画　桜本彩乃

（新庄南高２年）、
髙山理央（日新小
６年）
●版画　叶内彩花、岩澤彪斗（いずれも日新小６年）
●文芸　叶内美紅、笹原圭那子、梅本陽菜、庄司すみれ（いず
れも新庄北高３年）、団○新庄北高等学校文芸部（長谷川賢校
長）
●そのほか　井上瑠菜（神室産業高３年／農業情報処理）、
荒川静来（神室産業高３年／家畜審査）、石川智貴（神室産業
高３年／高校生ものづくりコンテスト）、廣野史也（神室産業
高２年／防犯標語）、髙橋満里奈（萩野中２年／俳句）、大町椋

（新庄小６年／囲碁）、信夫慎太郎（新庄小６年／県発明くふ
う展）、井上桃（萩野小６年／私の主張・僕の主張県小学生ス
ピーチコンテスト）、鈴木健太（新庄小１年／ゆうちょアイデア
貯金箱コンクール）、団○北辰小学校みどりの少年団（伊藤進校
長／全国緑の少年団活動発表大会）

市体育協会による奨励賞
（市内団体所属の他町村在住者も記載しています。
なお市表彰との重複者は記載していません）

●功労賞　齋藤和夫（堀端野球スポーツ少年団）、齊木直利
（新庄市柔道連盟）、鈴木孝彦（新庄地区野球連盟）、内山晴道
（新庄地区ソフトテニス連盟）、佐藤勉（沼田北辰サッカース
ポーツ少年団）
●ソフトテニス　叶内彩花（日新小6年）、伊藤心音（舟形小6年）
●バドミントン　本間康真（沼田小6年）、矢口真央、今田ひな
た（いずれも日新小6年）、奥山雄貴、三浦寛生（いずれも沼田
小5年）
●空手　森峻己、橋見朋美（いずれも日新小5年）
●柔道　沼澤はる、溝口悠（いずれも舟形小6年）
●バスケットボール　団○八向スポーツ少年団男子（柏倉政男団長）

8

新庄のひなまつり展
 （2月20日〜／ふるさと歴史センター）

新庄こども語りまつり
 （2月20日／ふるさと歴史センター）

選挙啓発高校生出前講座
（2月18日／県立新庄南高等学校）

第45回新庄雪まつり（最上公園周辺）
　　　　　　あいにくの雨でしたが、開会と同時に多くの
子どもたちが会場を訪れ、催しやアトラクションで楽しんだ
り、おいしいものに舌鼓を打ったりと、思い思いに楽しんで
いました。

2/
13-14



あじさい表彰
●全日本ターゲット・バードゴルフ全国大会
　in 奈良男子シニア優勝 松本宣行（新庄ターゲットバードゴルフ）
●全国高等学校野球選手権大会準優勝
　 紀伊海秀 ( 仙台育英高3年 )
●学習デジタル教材コンクール文部科学大臣賞
　アジア国際子ども映画祭2015文部科学大臣賞
 日新中学校Ｇ組
●命の大切さを学ぶ教室全国作文コンクール
　中学生の部文部科学大臣賞  五島里緒（明倫中２年）
●青少年読書感想文全国コンクール高等学校の部
　自由読書文部科学大臣賞 新井智（新庄北高１年）

あじさい奨励
●自転車　佐々木徹（山形航空電子）、菅藤貴昭（山形航空
電子）、大内涼雅（神室産業高３年）、山科英幸（神室産業高１
年）、団○新庄神室産業高等学校自転車競技部（柴﨑浩校長）
●陸上　渡邊光（新庄市役所）、渡邊成（九里学園高３年）、石
川涼音（山形城北高３年）、武田萌伽（新庄東高１年）、阪希望

（日新中2年）進藤大樹、髙橋里帆（いずれも新庄養護高等部
３年）
●卓球　柿﨑豊（県身体障害者卓球協会新庄支部）、片見公亮

（新庄東高３年）、伊藤みちる（萩野小６年）
●ソフトボール　吉田舞（上山明新館高３年）
●ボクシング　内構拳斗、菅慎吾（いずれも神室産業高１年）
●柔道　藤原晃大、髙山裕次郎（いずれも新庄東高２年）、福
嶋佳愛（山形中央高２年）、阿部拓馬、渡部桂衣、青柳ほのか

（いずれも新庄東高１年）、長澤龍志（日新小６年）、団○新庄東
高等学校柔道部男子（田宮邦彦校長）
●野球　柿﨑航（鶴岡東高３年）、団○B・K（井上英樹代表）
●弓道　菅拓也（新庄南高３年）、栗田遥加（新庄北高３年）、、
団○新庄北高等学校弓道部男子（長谷川賢校長）

●空手　叶内奨也（日本体育大４年）、叶内史也（酒田南高３
年）、小林未侑（大正大２年）、齋藤蓮（山梨学院大１年）、笹原
渉平（酒田南２年）、齋藤沙希（天童高１年）、小林彩乃、阿部
莉々子、石田竜聖（いずれも明倫中３年）、荒木翔太（新庄中
３年）、森凌太（日新中１年）、小野桂輔（新庄小６年）、髙橋俊
輔（北辰小６年）、林弘道（沼田小５年）、川又愛莉（日新小５
年）、小嶋咲良（萩野小５年）、星川遥香（萩野小４年）、後藤き
らら（新庄小3年）、伊藤栞（沼田小３年）、小嶋駿太（萩野小３
年）、伊藤桂寿（萩野小２年）、丹輝瑠、町田結、沼澤奈々心（い
ずれも日新小２年）、団○明倫中学校空手道部男子・女子（栗田
正人校長）、団○新庄中学校空手道部男子（笹原啓一校長）、団○
日新中学校空手部（髙橋千春校長）、団○新庄市空手道スポー
ツ少年団男子・女子（井上大輔代表）
●バドミントン　中川楓磨（萩野中1年）、山科陽翔（北辰小６
年）、金田侑真（新庄小６年）、今田竜大（日新小４年）
●相撲　本間貴大（新庄北高２年）
●サッカー　八矢悠雅（山形中央高２年）、団○沼田北辰サッ
カースポーツ少年団（佐藤勉代表） 
●ソフトテニス　高橋嵯和（酒田南高１年）、斎藤千空（日新小6年）
●柔剣道　団○新庄地区柔剣道錬成成会（遠藤昭二郎代表）
●レクリエーション　団○新庄市身体障害者福祉協会（中部道
子会長）
●書道　髙橋直人（新庄小６年）、
●読書感想文　松本夏歩（新庄北高１年）、荒澤美紅（新庄中
２年）、浅沼音葉（日新小５年）、髙橋一吹（新庄小２年）、伊藤諭

（日新小２年）

栄光をたたえて
各種大会で優秀な成績を収めた方々を表彰しました

団○は団体での受彰です

雪の里まつり
（2月7日／雪の里情報館）

新庄市内郵便局と災害協定締結
（2月16日／市役所）

新庄雪まつり前夜祭
 （2月12日／ゆめりあ周辺）

9 広報 03
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最終回◎新庄市高校生ボランティアサークル  『しずく』

Q 

５
歳
の
男
児
。少
食
で
好
き
嫌
い

が
多
く
な
か
な
か
食
べ
て
く
れ
ま
せ

ん
。家
族
全
員
仕
事
を
し
て
お
り
、

み
ん
な
揃
っ
て
食
事
を
す
る
機
会

が
少
な
い
こ
と
が
原
因
で
し
ょ
う
か

…
。食
べ
る
こ
と
に
関
心
が
な
い
よ
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で
心
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。
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ご
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は
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お
子
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あ
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こ
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族
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し
て
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揃
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が
難
し
い
時
は
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誰
か
一
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で
も
一
緒
に
ご
飯
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食
べ

て
く
れ
る
人
が
居
れ
ば
い
い
で
す

ね
。

課外授業のススメ！
教室では

学べない 高校生の教科外活動を中心に、ボランティア活動、また各学校からのニュースなどを紹介するページです

　新庄市高校生ボランティアサークルしずくは、現在1、
2年生25人で活動しています。
　活動は、主に市関連イベントの運営補助です。特に力
を入れて活動したのは、茨城県高萩市との児童交流事
業です。小学生の引率は不安なことばかりでしたが、事
前に打ち合わせをし、メンバー同士お互いに協力するこ
とで、自分たち自身も活動を楽しみながら、小学生、高萩
市の方々との交流が深められました。
　今年度は、懇談会や研修会などにも積極的に参加し、
地域に今私たちが出来ることとは何かを考えました。先
月行われた最上地区ヤングボランティア交流会では、最
上郡8市町村のボランティアサークルが集まりました。
活動紹介からは、地域に根付いた活動からユニークな企

画まで様々な工夫が感じられ、とても良い刺激を受けま
した。また、コミュニケーションがいかに大切かというこ
とを再確認しました。これまでの活動から学んだ事を踏
まえ、これからも周りの方々への感謝の気持ちを忘れず
に活動していきます。
 代表　新庄南高校２年　佐藤　真穂

にこにこ子育て

黒坂　穂乃香さん 佐藤　真穂さん

奥山　思さん

林　佑香さん
▲茨城県高萩市との児童交流事業に参加

▲最上地区ヤングボランティア交流会に参加
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▲なし団子かざり ▲豆まきごっこ
▲みんなで子育て応援団
「歌と絵本とリズム遊び」

毎月市内の中高生などがオススメの本をナビゲートします

わらすこアルバム
毎月、わらすこ広場などで行う催しや、子育て関連の
イベントの様子を毎月お届けします。

◦市立図書館  今月の新着図書◦

一
般
図
書

滅びの鐘 ............................乾石　智子(新庄市出身)
お伊勢まいり（新・御宿かわせみ6） ............平岩　弓枝
ムーンナイト・ダイバー ................................天童　荒太
異類婚姻譚（第154回芥川賞） ................本谷有希子
大相撲力士名鑑　平成28年度 ...........「相撲」編集部
広告チラシでつくる世界の飾り小物 ..........あおきいくこ
驚異のバクテリア（ニュートンムック） .....ニュートンプレス
昭和ごはん ...............................................高橋　良枝
大人の脳トレ本 ........................................主婦の友社

児
童
書

キキに出会った人びと 〜魔女の宅急便＜特別編＞〜
　 ...........................................................角野　栄子
マンガがあるじゃないか（14歳の世渡り術） ... 河出書房新社
かいけつ！トイレざむらい ...........................片平　直樹
わたしのいえ ......................................カーソン・エリス
かおりちゃんのマフラー（紙芝居） ............内田麟太郎

しんじょう図書委員会

図書館インフォメーション

新庄コアカレッジ図書室
　新庄コアカレッジでは、図書室での資料収集よりもインターネット
による資料収集が主になっていますが、国家資格である介護福祉士
を養成する介護福祉科などでは、専門雑誌や専門テキストなどで、情
報を得ています。
　また、学生が出身高校に
出向き、介護の専門性や魅
力を伝える活動なども行っ
ています。小学校や中学校
にも介護の啓発活動をして
いきたいと思いますのでお
声をかけてください。

　

今月の図書委員　新庄コアカレッジ介護福祉科
　佐藤柚さん　井上恵里さん　佐藤大亮さん

私の一冊紹介

佐藤柚さん
『超訳　ニーチェの言葉』
　この本は、１ぺージに１つずつニー
チェの言葉と考えが書かれていて、好
きな時にたまたま開いた１ページでも、
とても心（気持ち）が前向きになるよう
な言葉をかけてくれる本です。

井上恵里さん
『学年ビリのギャルが1年で偏
差値を40上げて慶應大学に現
役合格した話』 
　この本は、感動することや励まされる
ことがたくさん書かれています。「笑え
て、泣けて、最後には自分自身も絶対無
理にチャレンジしてみたくなる」との大
反響を得ている感動の実話小説です。

佐藤大亮さん
雑誌『SKI journal』
　正しい滑り方のフォームも載ってお
り、また、競技情報やスキーに関する情
報が掲載されているので、知らなかっ
た情報を知ることができる雑誌。自分
も幼い頃からスキーをしており、大会な
どの役員もさせていただいたり、大会
に出たりしています。

03
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　平成28年度、新庄地域おこし協力隊通信「まず、どーも」は不定期特集として掲載します。

商工観光課所属
吉野　優美さん　 新庄市地域おこし協力隊通信 Final（ファイナル）

地域おこし協力隊　一年の活動を振り返って

■ Facebook：新庄市地域おこし協力隊「Bene！」も随時更新  http://www.facebook.com/shinjo.kyouryokutai
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マ
ン
に
エ
ー
ル
を
送
る
少
年

の
よ
う
な
気
持
ち
で
応
援
す
る
。目
が
覚
め
て
、窓
の
外
に
雪
が
な
け
れ
ば
二
度
寝
す

る
喜
び
を
味
わ
う
…
…
。お
駄
賃
も
も
ら
え
ず
、褒
め
ら
れ
も
せ
ず
、天
か
ら
落
ち
て

く
る
苦
行
を
淡
々
と
片
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、こ
の
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
思

い
を
皆
に
向
け
て
抱
く
こ
と
。そ
れ
が
こ
の
一
年
間
で
僕
が
得
た
、新
庄
の「
地
域
資

源
」で
す
。

　

新
庄
に
来
て
、早
い
も
の
で
１
年
半
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
間「
ふ
る
さ
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」育
成
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。外
か
ら
来

た
我
々
が
、新
庄
を
ど
の
よ
う
な
街
に
し
て
い
き
た
い
の
か
考
え
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。そ
の
際
、忘
れ
て
い
け
な
い
こ
と
は
住
民
目
線
で
す
。こ
れ
か
ら
色
々
な
ア
イ

デ
ア
を
具
現
化
し
て
い
く
時
も
住
民
目
線
で
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
村
」で
も
有
名
な
高
野
誠
鮮
氏
に
お
会
い
し
た
際
、伺
っ
た

思
考
の
方
向
性
に
つ
い
て
少
し
。

・
で
き
な
い
理
由
を
考
え
な
い（
可
能
性
を
模
索
、構
造
的
に
考
え
る
）

・
条
件
を
外
に
出
さ
な
い（
予
算
、環
境
、上
司
の
せ
い
に
し
な
い
）

・
根
本
的
な
原
因
に
対
応
す
る（
委
員
会
、会
議
開
催
だ
け
の
表
面
的
な
対
策
を
し
な
い
）

・
ダ
メ
元
で
と
に
か
く
や
っ
て
み
る

・
従
来
の
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
み
る（
従
前
の
方
法
で
解
決
で
き
た
か
？
）etc

…

　
一つ一つ
自
ら
に
当
て
は
め
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

G
O

S
A

LO
n

（
ゴ
サ
ロ
）を
開
い
て
か
ら
、よ
り
多
く
の
方
と
お
話
し
す
る
機
会
が

増
え
、改
め
て「
場
」の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
何
を
す
る
か
、ど
う
使
う

の
か
は
如
何
様
に
も
考
え
ら
れ
、そ
れ
は
新
庄
と
い
う
場
所
で
も
一
緒
だ
と
思
い
ま

す
。

　
「
ほ
し
い
未
来
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、自
分
た
ち

の
世
界
は
ち
ょ
っ
と
ず
つ
自
分
た
ち
で
楽
し
い
街
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
よ
！

新庄市地域おこし協力隊が運営するサイト・SNS一覧

「mog 知ることでつながるもがみの暮らし」
http://moginfo.jp

「Commune Aomushi」コミューンアオムシ
http://.com/shinjo.kyouryokutai

「Gosalon」ゴサロFacebook
https://www.facebook.com/shinjo.gosalon

農林課所属

渡邉　悠樹さん
●この一年の活動

農業と新庄を知ること。
●来年度の抱負

地域おこし協力隊という
立場を農業に役立てて

いきたい。

農林課所属

大森　寿典さん
●この一年の活動

地元物産品の販売ルート
開拓や駅弁などの

新商品開発プロデュース。
●来年度の抱負

新庄の新商品や新名物
料理の開発プロデュース・

プロモーションと、
街おこしができる組織の

下地作りをしたい。

商工観光課所属

渡邉　歩さん
●この一年の活動

新庄の情報発信や地域
連携、コミューンアオムシ・

ゴサロの運営
●来年度の抱負

新庄にゲストハウスを
立ち上げたいと思ってい

ます。ご協力よろしく
お願いします。

商工観光課所属

吉野　優美さん
●この一年の活動

新庄・最上地域を知り、
体験すること。

●来年度の抱負
新庄・最上地域を新しい
観点を加えながら伝える。
自然に寄り添う、日々の

営みをキーワードに、
場づくりがしたい。



13 広報

　自殺は、いろいろな問題が複雑に絡み合って心
理的に追い込まれた末の死といえます。決して自
由な意思や選択の結果ではありません。不眠や体
調不良などのサインに、身近な人が気づくことが
大切です。

おしらせ+プラス

支えて守ろう「こころ」と「いのち」
　新庄市では、平成25年までの10年間に122人の方が自らかけがえのない命を絶っています。
大切な人の心と命を守るため、私たち一人ひとりにもできることがあります。

◎ゲートキーパーに特別な資格は必要ありません。また、市では養成講座を開催しています。
詳しくは、健康課健康推進室へ。☎内線513〜516

◎詳しくは、各回収施設または最上広域市町村圏事務組合業務課へ。☎22-2674

最上広域市町村圏事務組合よりお知らせ

紙類や小型家電などの無料回収を始めます
受付場所や受付品目は次の通りです

①気づき。家族や仲間の変化に気づいて声をかけます
いつもと様子が違うと思ったら、勇気を出して声をかけましょう。
②傾聴。本人の気持ちを尊重し、耳を傾けます
じっくり話を聞いてもらうことで気持ちが楽になります。安易に励
ましたり、相手の考えを否定したりせず、しっかり受け止めて気持
ちに寄り添うことが大事です。
③つなぎ。早めに専門家などに相談します
悩んでいる人は自ら助けを求めることが難しい場合があります。
相談窓口につなげる手助けも重要です。
④見守り。温かく寄り添いながらじっくりと見守ります
相談先につないだあとも、相手に関心を持って温かく見守りましょう。

左記品目の例
※1 CD プレーヤー、ビデ
オデッキ、ラジカセ、ヘッドホ
ン、ミニコンポなど
※2 カーナビ、カーステレ
オ、ETC 車載ユニットなど
※3 ノートパソコン、デストッ
プパソコン本体、プリンタ、
ワープロ、キーボードなど
※4 デジタルカメラ、ビデオ
カメラ、ゲーム機など

エコプラザもがみ（☎22-3838）
㈪～㈯午前8時30分～午後4時受付

■回収品目
○ダンボール ○新聞紙 ○雑誌
○古着 ○革製品
　紙類は、種別ごとに紙ひもで縛ってくだ
さい。著しく汚れていたり濡れているもの

は回収できませ
ん。また古着や革
製品は、糊付けさ
れていないなど、
再生利用可能な
ものに限ります。

リサイクルプラザもがみ（☎32-2042）
㈰～㈮午前8時30分～午後4時受付

■回収品目
○携帯電話
○ AV 機器（※1）
○カー用品（※2）
○ PC 関連（※3）
○趣味家電製品（※4）
　個人情報が含まれるものは事前に消去
してください。回収できるのは、家庭から
排出されるものに限ります。電池やバッテ
リーは可能な限り抜き取ってください。
　なお、家電リサイクル対象品目（テレ
ビ、エアコン、冷蔵庫、洗濯機、衣類乾燥
機）は回収できません。

身近な人に気付いてほしい

あなたもぜひゲートキーパーに
　悩んでいる人に気づいて声をかけ、話を聞いて
必要な支援につなげ、温かく見守る人がゲートキ
ーパーです。自殺を防ぐ大きな役割を果たします。

3月は自殺対策強化月間

4/1
から

03



イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです    催しなど

て
い
る 

•同
居
親
族
が
い
る 

•収
入
の

基
準
が
合
う 

•税
金
の
未
納
が
な
い 

•

暴
力
団
で
は
な
い 

▪
申
込
期
間 

3

月
11
日
㈮
～
18
日
㈮
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分 

※
17
日
㈭・18
日

㈮
は
午
後
7
時
ま
で 

▪
内
覧
会 

3

月
16
日
㈬
午
前
11
時
～
午
後
3
時

◎
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
室

☎
内
線
５
２
２・５
２
４

第
６
回「
雪
調
」に
ま
な
ぶ
講
座

受
講
者
募
集

▪
と
き 

3
月
26
日
㈯
午
後
１
時
30

分
か
ら 

▪
と
こ
ろ 

山
屋
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス 

▪
テ
ー
マ 

「
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー

映
画
と
山
形 

～
雪
調
と
映
像
と
黒

澤
明
」 

▪
講
師 

高
橋
卓
也
氏（
山

形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭

事
務
局
長
）、結
城
登
美
雄
氏（
民
俗

研
究
家
） 

▪
受
講
料 

1
，0
0
0
円

（
資
料
代
）

◎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
農
縁
・
佐
藤

☎
０
９
０
-４
４
７
７
-２
０
１
３

中
国
台
湾
料
理
教
室

参
加
者
募
集

▪
と
き 

3
月
24
日
㈭
午
前
の
部
／

午
前
11
時
か
ら 

午
後
の
部
／
午
後

6
時
か
ら 

▪
と
こ
ろ 

市
民
プ
ラ
ザ

調
理
室 

▪
講
師 

笹
美
知
子
氏

▪
材
料
費 

2
，5
0
0
円

▪
申
込
締
切 

3
月
21
日
㈪

◎
事
務
局
・
笹	

☎
22
-２
０
８
６

自
衛
官
候
補
生
募
集（
男
子
）

平
和
を
仕
事
に
す
る

▪
応
募
資
格 

18
歳
以
上
27
歳
未
満

▪
試
験
日 

3
月
19
日
㈯・26
日
㈯

▪
試
験
会
場 

神
町
駐
屯
地

▪
申
込
締
切 

各
試
験
日
の
前
日
ま
で

◎
自
衛
隊
新
庄
地
域
事
務
所	

☎
22
-５
０
５
７

住
ま
い
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談

弁
護
士
に
よ
る

▪
と
き 

3
月
17
日
㈭
午
後
1
時
30

分
～
4
時 

▪
と
こ
ろ 

最
上
総
合
支

庁
5
階 

5
0
5
会
議
室

▪
相
談
員 

山
形
県
弁
護
士
会
会
員

弁
護
士 

▪
申
込
方
法 

相
談
日
前
日

ま
で
に
電
話
で 

※
先
着
4
人

◎
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
・
㈱
西
王
不

動
産（
最
上
事
務
所
）	

☎
23
-３
１
１
６

健
康
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

▪
と
き 

4
月
5
日
㈫
午
前
10
時
～

正
午 

※
通
年
毎
週
火
曜
日
開
催

▪
と
こ
ろ 

新
庄
駅
前
ふ
れ
あ
い
広
場

ア
ビ
エ
ス 

※
初
回
の
み
、ゆ
め
り
あ
２

階
会
議
室 

▪
年
会
費 

3
，0
0
0
円

（
別
途
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
）

▪
講
師 

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員・体
力
測

定
判
定
員・ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
員
な
ど

◎
事
務
局
・三
原

☎
０
９
０
-５
５
９
７
-３
１
０
９

平
成
28
年
度
新
庄
藩
校「
明
倫
堂
」講
座

テ
ー
マ
は
歴
史
再
発
見

▪
と
き
／
内
容 

①
5
月
13
日
／
馬

の
歴
史
を
語
る 

②
6
月
10
日
／
野

外
研
修 

③
7
月
8
日
／
戸
沢
家
の

歴
史
を
語
る 

④
9
月
9
日
／
新
庄

人
物
伝 

⑤
10
月
14
日
／
野
外
研
修

⑥
11
月
11
日
／
受
講
生
に
よ
る
発
表

※
い
ず
れ
も
金
曜
日 

▪
と
こ
ろ 

ふ

る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー
ほ
か

▪
受
講
料 

1
，5
0
0
円（
野
外
研

修
は
実
費
） 

▪
申
込
締
切 

3
月
25

日
㈮ 

※
先
着
50
人
、電
話
で
受
講
希

望
者
本
人
が
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー	

☎
22
-２
１
８
８

自
主
返
納
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

運
転
免
許
証

　
3
月
1
日
よ
り
最
寄
の
交
番・駐
在

所
で
の
手
続
き
が
可
能
に
な
っ
た
ほ
か

（
事
前
申
込
が
必
要
）、ご
家
族
な
ど
の

代
理
人
に
よ
る
申
請
手
続
き
も
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
警
察
署
の
み
）。

　
受
付
時
間
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
新
庄
警
察
署	

☎
22
-０
１
１
０

障
が
い
者
用
駐
車
場
の
適
正
利
用

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
障
が
い
者
用
駐
車
場
は
、車
い
す
や

杖
を
使
用
し
、歩
行
が
困
難
な
方
な

ど
が
、自
動
車
の
ド
ア
を
大
き
く
開
け

て
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
に
つ
く
ら

れ
た
駐
車
場
で
す
。

　
最
近
で
は
、公
共
施
設
や
シ
ョッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
障
が
い
者
用
駐
車

場
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、必
要
と
し
な
い
方
々
の
利
用
に

よ
り
、こ
の
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
し
て
い

る
方
々
が
利
用
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。障
が
い
者
用
駐
車
場
利

用
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
成
人
福
祉
課
高
齢
障
害
支
援
室

☎
内
線
５
４
８

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

率
は
、医
療
費
な
ど
の
推
計
を
基
に
、

2
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28・29
年
度
の
保
険
料
率
は
、平

成
26・27
年
度
と
比
べ
る
と
医
療
費
な

ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

次
の
と
お
り
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

▪
保
険
料
率 

所
得
割
率（
所
得
に

応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
分
を

算
定
す
る
際
の
率
）／
７
．84
％
→

８
．58
％ 

均
等
割
額（
加
入
者
が

公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
分
）／

3
万
9
5
0
0
円
→
4
万
1
7
0
0

円 

※
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

均
等
割
保
険
料
の
軽
減
対
象
が
拡
充

さ
れ
ま
す
。

◎
健
康
課
国
保
医
療
室	

☎
内
線
５
１
７

国
家
公
務
員
採
用
試
験

人
事
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

▪
申
込
受
付
期
間 
①
総
合
職
試
験

（
院
卒
者
試
験・大
卒
程
度
試
験
）／

4
月
1
日
㈮
午
前
9
時
～
11
日
㈪

②
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）／

4
月
8
日
㈮
午
前
9
時
～
20
日
㈭

※
い
ず
れ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
申

し
込
み
く
だ
さ
い

▪
一
次
試
験
日 

①
5
月
22
日
㈰ 

②

6
月
12
日
㈰ 

※
詳
し
く
は
人
事
院

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２
-２
２
１
-２
０
２
２

平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
28
年
度
の
保
険
料
は
月
額

1
6
，2
6
0
円
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

前
納
等
に
よ
る
割
引
は
次
の
と
お
り

で
す
。2
年
前
納（
口
座
振
替
の
み
。

毎
月
納
め
る
場
合
よ
り
1
5
，6
9
0

円
割
引
）、1
年
前
納（
現
金
の
場
合

3
，4
6
0
円
割
引
、口
座
振
替
で
4
，

0
9
0
円
割
引
）、6
ヶ
月
前
納（
現

金
の
場
合
7
9
0
円
割
引
、口
座
振
替

で
1
，1
1
0
円
割
引
）、口
座
振
替
に

よ
る
早
割
制
度（
通
常
保
険
料
は
翌

月
末
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
が
、当

月
末
に
引
き
落
と
す
方
法
で
一
月
あ

た
り
50
円
割
引
）

　
今
後
新
た
に
口
座
振
替
を
申
し
込

む
場
合
や
振
替
内
容
を
変
更
す
る
場

合
は
、手
続
き
の
内
容
や
期
日
に
つ
い

て
直
接
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
新
庄
年
金
事
務
所	

☎
22
-２
０
５
０

　
市
民
課	

☎
内
線
１
３
３・１
３
４

増
便
の
お
知
ら
せ

鮭
川
村
営
バ
ス「
羽
根
沢
～
新
庄
線
」

　
新
庄
市
内（
県
立
病
院
前
、新
庄

駅
前
、仲
町
、河
原
町
、北
高
口
、西
山
、

あ
た
ご
町
）を
通
る
鮭
川
村
営
バ
ス
が
、

4
月
1
日
か
ら
増
便
さ
れ
ま
す
。詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
鮭
川
村
住
民
税
務
課
住
民
生
活
係

☎
55
-２
１
１
１

「
ダ
イ
ヤ
改
正
」の
お
知
ら
せ

山
交
バ
ス

　
山
交
バ
ス
株
式
会
社
運
行
の「
新
庄

～
仙
台
線
」「
県
立
病
院
～
肘
折
線
」

「
県
立
病
院
～
金
山
線
」の
ダ
イ
ヤ
が

4
月
1
日
よ
り
改
正
さ
れ
ま
す
。詳
細

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
山
交
バ
ス
株
式
会
社
新
庄
営
業
所

☎
22
-２
０
４
０

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
者
募
集

▪
募
集
住
宅
名・戸
数 

①
玉
の
木
団

地
1
戸 

②
小
桧
室
団
地
1
戸

▪
家
賃 

①
1
2
，4
0
0
円
～
1
8
，

4
0
0
円 

②
2
0
，1
0
0
円
～
3
0
，

0
0
0
円 

▪
申
込
資
格 

次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
方 

•現
在
住
宅
に
困
っ

NHK山形放送開局80周年・文化会館開館35周年記念
「新・BS日本のうた」公開収録のご案内
◦とき 4月28日㈭午後６時40分～８時
４０分 ※開場午後６時
◦ところ 市民文化会館大ホール
◦出演 五木ひろし、工藤あやの、清水博
正、原田悠里、福田こうへい、松原健之、
水森かおり、三山ひろし、山川豊ほか
◦入場料 無料 ※要申し込み
◦申込方法 往復はがきの「往信用裏
面」に郵便番号・住所・名前・電話番号、
「返信用表面」に郵便番号・住所・名前
を明記の上、〒996-0085 新庄市堀端
町４-６７ 新庄市民文化会館 NHK「新・
BS日本のうた」係まで郵送ください。
※応募多数の場合は抽選となります。
◦申込締切 ３月２４日㈭必着
※詳しくは、市民文化会館備え付けのチ
ラシまたはNHK山形放送ホームページを
ご覧ください。
◎詳しくは、市民文化会館へ。	☎22-7029

平成28年度日本語教室のご案内
◦対象 日常会話を学びたい外国出身の人
◦とき 4月21日㈭午後6時30分～8時
30分 毎週木曜日（全25回）
◦ところ 市民プラザ
◦受講料 2,000円（年会費） 別途教科書料
◎詳しくは、市民プラザへ。	 ☎22-4200

産直まゆの郷　「旧節句祭」
◦とき 3月27日㈰午前9時～午後6時
◦ところ 産直まゆの郷
◦内容 旬の野菜や花、農産物などの販
売。大好評の焼きおにぎり屋台もあります。
※先着200人に花の苗プレゼント
◎詳しくは、産直まゆの郷へ。☎23-5007

春休みプラネタリウム一般公開
◦対象 最上管内の年中児以上 ※ただ
し、小学校低学年以下は保護者同伴
◦とき 3月24日㈭・25日㈮午後4時～4
時45分／6時30分～７時15分
◦ところ 教育研究センター
◦内容 ①今夜の星空 ②ライブラリー「宇
宙人にあいたい」、「よもやま学園天文部」
◦申し込み ３月18日㈮より電話で受付開始
◦入場料 無料 ※各回とも先着40人
◎詳しくは、教育研究センターへ。

☎32-1888

市役所窓口の時間外開設のお知らせ
▪とき 3月28日㈪～4月1日㈮午後7時
まで 4月2日㈯・3日㈰午前9時～正午まで
▪取扱業務（次の業務に限り対応します）
①市民課 住所の異動手続き（転入・転
出・転居）／個人番号通知カード・マイナン
バーカード（個人番号カード）交付手続き
②子育て推進課 児童手当の手続き
（児童手当を受給している人が転入・転
出する場合）／子育て支援医療証の交
付手続き（中学校3年生までの児童・生
徒、未就学児が転入・転出する場合）
③上下水道課 水道の開栓・閉栓
※上下水道課の業務は上下水道庁舎
で行います。
◆◇◆ご注意ください◆◇◆

◦住所異動には、運転免許証など本人
確認資料・印鑑・個人番号通知カード・マ
イナンバーカードをお持ちください。カード
に新しい住所を記載します。
◦個人番号通知カードの受けとりは運
転免許証など本人確認資料と印鑑をお
持ちください。
◦マイナンバーカードの受けとりは市役
所からお送りしました交付通知書と通知
書の裏面の書類をお持ちください。
◦各種届出を本人と同一世帯以外の人
が行う場合は、委任状が必要になる場
合があります。
◦上記の「取扱業務」以外は、後日あら
ためて来庁いただくことになります。事務
取扱時間などを事前に確認してご利用く
ださい。
◎詳しくは、市民課☎内線122、子育て
推進課☎内線544・545、上下水道課
☎23-6111へ。
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イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです    催しなど

て
い
る 

•同
居
親
族
が
い
る 

•収
入
の

基
準
が
合
う 

•税
金
の
未
納
が
な
い 

•

暴
力
団
で
は
な
い 

▪
申
込
期
間 

3

月
11
日
㈮
～
18
日
㈮
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分 

※
17
日
㈭・18
日

㈮
は
午
後
7
時
ま
で 

▪
内
覧
会 

3

月
16
日
㈬
午
前
11
時
～
午
後
3
時

◎
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
室

☎
内
線
５
２
２・５
２
４

第
６
回「
雪
調
」に
ま
な
ぶ
講
座

受
講
者
募
集

▪
と
き 

3
月
26
日
㈯
午
後
１
時
30

分
か
ら 

▪
と
こ
ろ 

山
屋
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス 

▪
テ
ー
マ 

「
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー

映
画
と
山
形 

～
雪
調
と
映
像
と
黒

澤
明
」 

▪
講
師 

高
橋
卓
也
氏（
山

形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭

事
務
局
長
）、結
城
登
美
雄
氏（
民
俗

研
究
家
） 

▪
受
講
料 

1
，0
0
0
円

（
資
料
代
）

◎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
農
縁
・
佐
藤

☎
０
９
０
-４
４
７
７
-２
０
１
３

中
国
台
湾
料
理
教
室

参
加
者
募
集

▪
と
き 

3
月
24
日
㈭
午
前
の
部
／

午
前
11
時
か
ら 

午
後
の
部
／
午
後

6
時
か
ら 

▪
と
こ
ろ 

市
民
プ
ラ
ザ

調
理
室 

▪
講
師 

笹
美
知
子
氏

▪
材
料
費 

2
，5
0
0
円

▪
申
込
締
切 

3
月
21
日
㈪

◎
事
務
局
・
笹	

☎
22
-２
０
８
６

自
衛
官
候
補
生
募
集（
男
子
）

平
和
を
仕
事
に
す
る

▪
応
募
資
格 

18
歳
以
上
27
歳
未
満

▪
試
験
日 

3
月
19
日
㈯・26
日
㈯

▪
試
験
会
場 

神
町
駐
屯
地

▪
申
込
締
切 
各
試
験
日
の
前
日
ま
で

◎
自
衛
隊
新
庄
地
域
事
務
所	

☎
22
-５
０
５
７

住
ま
い
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談

弁
護
士
に
よ
る

▪
と
き 

3
月
17
日
㈭
午
後
1
時
30

分
～
4
時 

▪
と
こ
ろ 

最
上
総
合
支

庁
5
階 

5
0
5
会
議
室

▪
相
談
員 

山
形
県
弁
護
士
会
会
員

弁
護
士 

▪
申
込
方
法 

相
談
日
前
日

ま
で
に
電
話
で 

※
先
着
4
人

◎
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
・
㈱
西
王
不

動
産（
最
上
事
務
所
）	

☎
23
-３
１
１
６

健
康
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

▪
と
き 

4
月
5
日
㈫
午
前
10
時
～

正
午 

※
通
年
毎
週
火
曜
日
開
催

▪
と
こ
ろ 

新
庄
駅
前
ふ
れ
あ
い
広
場

ア
ビ
エ
ス 

※
初
回
の
み
、ゆ
め
り
あ
２

階
会
議
室 

▪
年
会
費 

3
，0
0
0
円

（
別
途
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
）

▪
講
師 

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員・体
力
測

定
判
定
員・ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
員
な
ど

◎
事
務
局
・三
原

☎
０
９
０
-５
５
９
７
-３
１
０
９

平
成
28
年
度
新
庄
藩
校「
明
倫
堂
」講
座

テ
ー
マ
は
歴
史
再
発
見

▪
と
き
／
内
容 

①
5
月
13
日
／
馬

の
歴
史
を
語
る 

②
6
月
10
日
／
野

外
研
修 

③
7
月
8
日
／
戸
沢
家
の

歴
史
を
語
る 

④
9
月
9
日
／
新
庄

人
物
伝 

⑤
10
月
14
日
／
野
外
研
修

⑥
11
月
11
日
／
受
講
生
に
よ
る
発
表

※
い
ず
れ
も
金
曜
日 

▪
と
こ
ろ 

ふ

る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー
ほ
か

▪
受
講
料 

1
，5
0
0
円（
野
外
研

修
は
実
費
） 

▪
申
込
締
切 

3
月
25

日
㈮ 

※
先
着
50
人
、電
話
で
受
講
希

望
者
本
人
が
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
ふ
る
さ
と
歴
史
セ
ン
タ
ー	

☎
22
-２
１
８
８

自
主
返
納
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

運
転
免
許
証

　
3
月
1
日
よ
り
最
寄
の
交
番・駐
在

所
で
の
手
続
き
が
可
能
に
な
っ
た
ほ
か

（
事
前
申
込
が
必
要
）、ご
家
族
な
ど
の

代
理
人
に
よ
る
申
請
手
続
き
も
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
警
察
署
の
み
）。

　
受
付
時
間
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
新
庄
警
察
署	

☎
22
-０
１
１
０

障
が
い
者
用
駐
車
場
の
適
正
利
用

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
障
が
い
者
用
駐
車
場
は
、車
い
す
や

杖
を
使
用
し
、歩
行
が
困
難
な
方
な

ど
が
、自
動
車
の
ド
ア
を
大
き
く
開
け

て
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
に
つ
く
ら

れ
た
駐
車
場
で
す
。

　
最
近
で
は
、公
共
施
設
や
シ
ョッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
障
が
い
者
用
駐
車

場
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、必
要
と
し
な
い
方
々
の
利
用
に

よ
り
、こ
の
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
し
て
い

る
方
々
が
利
用
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。障
が
い
者
用
駐
車
場
利

用
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
成
人
福
祉
課
高
齢
障
害
支
援
室

☎
内
線
５
４
８

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

率
は
、医
療
費
な
ど
の
推
計
を
基
に
、

2
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28・29
年
度
の
保
険
料
率
は
、平

成
26・27
年
度
と
比
べ
る
と
医
療
費
な

ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

次
の
と
お
り
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

▪
保
険
料
率 

所
得
割
率（
所
得
に

応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
分
を

算
定
す
る
際
の
率
）／
７
．84
％
→

８
．58
％ 

均
等
割
額（
加
入
者
が

公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
分
）／

3
万
9
5
0
0
円
→
4
万
1
7
0
0

円 

※
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

均
等
割
保
険
料
の
軽
減
対
象
が
拡
充

さ
れ
ま
す
。

◎
健
康
課
国
保
医
療
室	

☎
内
線
５
１
７

国
家
公
務
員
採
用
試
験

人
事
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

▪
申
込
受
付
期
間 

①
総
合
職
試
験

（
院
卒
者
試
験・大
卒
程
度
試
験
）／

4
月
1
日
㈮
午
前
9
時
～
11
日
㈪

②
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）／

4
月
8
日
㈮
午
前
9
時
～
20
日
㈭

※
い
ず
れ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
申

し
込
み
く
だ
さ
い

▪
一
次
試
験
日 

①
5
月
22
日
㈰ 

②

6
月
12
日
㈰ 

※
詳
し
く
は
人
事
院

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２
-２
２
１
-２
０
２
２

平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
28
年
度
の
保
険
料
は
月
額

1
6
，2
6
0
円
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

前
納
等
に
よ
る
割
引
は
次
の
と
お
り

で
す
。2
年
前
納（
口
座
振
替
の
み
。

毎
月
納
め
る
場
合
よ
り
1
5
，6
9
0

円
割
引
）、1
年
前
納（
現
金
の
場
合

3
，4
6
0
円
割
引
、口
座
振
替
で
4
，

0
9
0
円
割
引
）、6
ヶ
月
前
納（
現

金
の
場
合
7
9
0
円
割
引
、口
座
振
替

で
1
，1
1
0
円
割
引
）、口
座
振
替
に

よ
る
早
割
制
度（
通
常
保
険
料
は
翌

月
末
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
が
、当

月
末
に
引
き
落
と
す
方
法
で
一
月
あ

た
り
50
円
割
引
）

　
今
後
新
た
に
口
座
振
替
を
申
し
込

む
場
合
や
振
替
内
容
を
変
更
す
る
場

合
は
、手
続
き
の
内
容
や
期
日
に
つ
い

て
直
接
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
新
庄
年
金
事
務
所	

☎
22
-２
０
５
０

　
市
民
課	

☎
内
線
１
３
３・１
３
４

増
便
の
お
知
ら
せ

鮭
川
村
営
バ
ス「
羽
根
沢
～
新
庄
線
」

　
新
庄
市
内（
県
立
病
院
前
、新
庄

駅
前
、仲
町
、河
原
町
、北
高
口
、西
山
、

あ
た
ご
町
）を
通
る
鮭
川
村
営
バ
ス
が
、

4
月
1
日
か
ら
増
便
さ
れ
ま
す
。詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
鮭
川
村
住
民
税
務
課
住
民
生
活
係

☎
55
-２
１
１
１

「
ダ
イ
ヤ
改
正
」の
お
知
ら
せ

山
交
バ
ス

　
山
交
バ
ス
株
式
会
社
運
行
の「
新
庄

～
仙
台
線
」「
県
立
病
院
～
肘
折
線
」

「
県
立
病
院
～
金
山
線
」の
ダ
イ
ヤ
が

4
月
1
日
よ
り
改
正
さ
れ
ま
す
。詳
細

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
山
交
バ
ス
株
式
会
社
新
庄
営
業
所

☎
22
-２
０
４
０

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
者
募
集

▪
募
集
住
宅
名・戸
数 

①
玉
の
木
団

地
1
戸 

②
小
桧
室
団
地
1
戸

▪
家
賃 

①
1
2
，4
0
0
円
～
1
8
，

4
0
0
円 

②
2
0
，1
0
0
円
～
3
0
，

0
0
0
円 

▪
申
込
資
格 

次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
方 

•現
在
住
宅
に
困
っ

NHK山形放送開局80周年・文化会館開館35周年記念
「新・BS日本のうた」公開収録のご案内
◦とき 4月28日㈭午後６時40分～８時
４０分 ※開場午後６時
◦ところ 市民文化会館大ホール
◦出演 五木ひろし、工藤あやの、清水博
正、原田悠里、福田こうへい、松原健之、
水森かおり、三山ひろし、山川豊ほか
◦入場料 無料 ※要申し込み
◦申込方法 往復はがきの「往信用裏
面」に郵便番号・住所・名前・電話番号、
「返信用表面」に郵便番号・住所・名前
を明記の上、〒996-0085 新庄市堀端
町４-６７ 新庄市民文化会館 NHK「新・
BS日本のうた」係まで郵送ください。
※応募多数の場合は抽選となります。
◦申込締切 ３月２４日㈭必着
※詳しくは、市民文化会館備え付けのチ
ラシまたはNHK山形放送ホームページを
ご覧ください。
◎詳しくは、市民文化会館へ。	☎22-7029

平成28年度日本語教室のご案内
◦対象 日常会話を学びたい外国出身の人
◦とき 4月21日㈭午後6時30分～8時
30分 毎週木曜日（全25回）
◦ところ 市民プラザ
◦受講料 2,000円（年会費） 別途教科書料
◎詳しくは、市民プラザへ。	 ☎22-4200

産直まゆの郷　「旧節句祭」
◦とき 3月27日㈰午前9時～午後6時
◦ところ 産直まゆの郷
◦内容 旬の野菜や花、農産物などの販
売。大好評の焼きおにぎり屋台もあります。
※先着200人に花の苗プレゼント
◎詳しくは、産直まゆの郷へ。☎23-5007

春休みプラネタリウム一般公開
◦対象 最上管内の年中児以上 ※ただ
し、小学校低学年以下は保護者同伴
◦とき 3月24日㈭・25日㈮午後4時～4
時45分／6時30分～７時15分
◦ところ 教育研究センター
◦内容 ①今夜の星空 ②ライブラリー「宇
宙人にあいたい」、「よもやま学園天文部」
◦申し込み ３月18日㈮より電話で受付開始
◦入場料 無料 ※各回とも先着40人
◎詳しくは、教育研究センターへ。

☎32-1888

市役所窓口の時間外開設のお知らせ
▪とき 3月28日㈪～4月1日㈮午後7時
まで 4月2日㈯・3日㈰午前9時～正午まで
▪取扱業務（次の業務に限り対応します）
①市民課 住所の異動手続き（転入・転
出・転居）／個人番号通知カード・マイナン
バーカード（個人番号カード）交付手続き
②子育て推進課 児童手当の手続き
（児童手当を受給している人が転入・転
出する場合）／子育て支援医療証の交
付手続き（中学校3年生までの児童・生
徒、未就学児が転入・転出する場合）
③上下水道課 水道の開栓・閉栓
※上下水道課の業務は上下水道庁舎
で行います。
◆◇◆ご注意ください◆◇◆

◦住所異動には、運転免許証など本人
確認資料・印鑑・個人番号通知カード・マ
イナンバーカードをお持ちください。カード
に新しい住所を記載します。
◦個人番号通知カードの受けとりは運
転免許証など本人確認資料と印鑑をお
持ちください。
◦マイナンバーカードの受けとりは市役
所からお送りしました交付通知書と通知
書の裏面の書類をお持ちください。
◦各種届出を本人と同一世帯以外の人
が行う場合は、委任状が必要になる場
合があります。
◦上記の「取扱業務」以外は、後日あら
ためて来庁いただくことになります。事務
取扱時間などを事前に確認してご利用く
ださい。
◎詳しくは、市民課☎内線122、子育て
推進課☎内線544・545、上下水道課
☎23-6111へ。
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温故知新庄！？0かむ
てん奮闘

記

　くじら餅は、江戸時代を代表する料理レシピ集である
「古今名物御

ご ぜ ん か し
前菓子秘

ひでんしょう
伝抄」にも登場する、れっきとした

京菓子ですが、今では、ここ新庄をはじめとした山形県の
一部と青森県などでしか作られていません。
　新庄の人はご存知だと思いますが、くじら餅に鯨肉は
入っていません。くじら餅の名前の由来は諸説あって、「切
り口が鯨の肉のようだったから」や『鯨みたいに大きい餅
だったから」や「日持ちがいいので、久しく持つ良い餅とい
う意味で久持良（くじら）餅と名付けけられた」など、さまざ
まな説があるようです。
　今月は、「新庄を代表するこのお菓子を、全国的に有名
にしたい」と立ち上がった、八向中学校のプロジェクトを紹
介します。

　八向中学校の2学年では、総合学習の授業で地元の名
産品「くじら餅」を学んだことをきっかけに、くじら餅をピー
アールするプロジェクトが立ち上がりました。
　今回取材に応じてくれた、斉藤颯太さん、横山友美さ
ん、斎藤勇汰さん、奥山麗南さん、坂本翔也さん、沼澤千
絢さんの6人をはじめ、クラスの生徒20人がそれぞれ、「ポ
スター班」や「試食班」、「CM班」などに分かれ、役割分担
をしながら検討を重ねてきたそうです。
　そして、修学旅行では、東京銀座にある山形県のアンテ
ナショップ「おいしい山形プラザ」前で、新庄市のピーアー

ルと併せて、くじら餅の試食会を行ってきたそうです。道行
く東京の人に声をかけるのはとても緊張したようですが、
みなさんに「おいしい」と好評だったそうです。
　今後、プロジェクトでは、味覚まつりや産業まつりでの実
演販売を目指していくとのことでした。
　修学旅行というと、「行く場所のことを知る」という目的
が多いように感じますが、逆に、行った先に地元を売り込
むという八向中学校の取り組みにとても感動しました。私
たちも新庄のピーアールを担う一員として、負けていられ
ないと思いました。

文字を

見やすく
しました

チーム ONE!
新庄南高校 下妻　　楓／本間　栄華
新庄東高校 今田　乃亜／田中　麻衣
神室産業高校 今田せいな

本文にモリサワユニバーサル
フォントを使用しています。

Vol.6

しんじょう広報部

▲生徒が開発したくじら餅レシピ集 ▲プロジェクトメンバーの皆さん▲くじら餅ダンスを一緒に踊る

  くじら餅を訪ねる

  八向中学校くじら餅プロジェクト
〜新庄パブリックリレーションズ大作戦〜




